
予習・復習シート  センター生物１学期  ６回目 

 

第５２問 タンパク質の合成(プチ詳しい) １学期 

 

問 右下の図は細胞内におけるタンパク質の合成の様子を表している。これに関する次の

文章中の空欄に(ア～オ)に適当な語句を入れよ。 

 

遺伝子はタンパク質の設計図であるが、

実際に設計図になっているのは、その遺伝

子を構成するＤＮＡの２本のポリヌクレ

オチドのうちのどちらかである。ここでタ

ンパク質の設計図になっているポリヌク

レオチドをセンス鎖、そうでない方をアン

チセンス鎖という。タンパク質が合成され

る際は、まずそのタンパク質の設計図にな

っている部分がコピーされるが、この過程

を( ア )という。２本のポリヌクレオチ

ドはその内側で塩基どうしが相補的に

( オ )結合しているが、この結合が外さ

れ、アンチセンス鎖をもとにして、センス

鎖のコピーができる。できたコピーはｍＲ

ＮＡで、これが核の外へ出ていく。 

 核の外に出たｍＲＮＡに( ウ )が結

合する。( ウ )はｍＲＮＡに書いてある設計図のとおりに( エ )をつないでいくが、こ

の過程を( イ )という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５２問 タンパク質の合成(プチ詳しい) １学期 

ア‐転写  イ‐翻訳  ウ‐リボソーム  エ‐アミノ酸  オ‐水素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５３問 ＲＮＡ １学期 

 

問１ 図中の空欄(ア～オ)に物質の名称を入れよ。 

 

 

問２ 図中の空欄(カ～ケ)に物質の名称を入れよ。 

 

 

問３ ＲＮＡに関する次の文章の空欄(コ～シ)に適する語句を入れよ。 

 

ＲＮＡには遺伝子のセンス鎖を写し取った( コ )・リボソームの成分となっている

( サ )・翻訳の現場にアミノ酸を運んでくる( シ )がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５３問 ＲＮＡ １学期 

問１ 

ア‐ヌクレオシド   イ‐アデノシン  ウ‐ウリジン  エ‐グアノシン   オ‐シチジン   

問２ 

カ‐アデノシン一リン酸(＝ＡＭＰ)  キ‐ウリジン一リン酸(＝ＵＭＰ) 

ク‐グアノシン一リン酸(＝ＧＭＰ)  ケ‐シチジン一リン酸(＝ＣＭＰ)   

問３ 

コ‐ｍＲＮＡ(＝伝令ＲＮＡ)  サ‐ｒＲＮＡ   

シ‐ｔＲＮＡ(＝運搬ＲＮＡ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５４問 タンパク質の合成(メガ詳しい) １学期 

 次のタンパク質合成に関する次の文章中の空欄(ア～ソ)に適語を入れよ。なお必要であれ

ば下の表を用いよ。 

 

核内においてＤＮＡの( ア )を鋳型として( イ )されてできたｍＲＮＡは( ウ )

をとおって細胞質に出る。細胞質でｍＲＮＡはリボソームと結合するが、このときリボソー

ムの( エ )が塩基( オ )個分と結合する。ここに２つのｔＲＮＡがそれぞれアミノ酸を

運び、それら２つのアミノ酸はリボソームの( カ )で( キ )する。以下に翻訳の過程を

示す。 

     

 

 

このように遺伝子には、「ＤＮＡセンス鎖の( シ )塩基で１つのアミノ酸を指定する」

ことが繰り返されることで「２０種類のアミノ酸をいくつどういう順に結合させていくか」

が書かれているのである。なお、ＤＮＡセンス鎖の( シ )塩基を( ス )というが、ｍＲ

ＮＡの( ス )を特に( セ )、ｔＲＮＡの( ス )を( ソ )という。 

 

 

 



【解答】第５４問 タンパク質の合成(メガ詳しい) １学期 

ア‐アンチセンス鎖  イ‐転写  ウ‐核膜孔  エ‐小サブユニット   オ‐６  

カ‐大サブユニット  キ‐ペプチド結合  ク‐アラニン 

ケ‐AGA・AGG・AGU・AGC・UCA・UCG  コ‐アラニン  サ‐セリン 

シ‐３  ス‐トリプレット(＝３つ組塩基)  セ‐コドン(＝)遺伝暗号   

ソ‐アンチコドン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５５問 原核のタンパク質合成 １学期 

 次の図は原核生物のタンパク質合成の様子を表したものである。これに関する下の各問

いに答えよ。 

 

 

問１ 上の図中の構造ア・イの名称をそれぞれ答えよ。またア・イのそれぞれは図中のキ・

ク、ケ・コのどちらに進んでいくか答えよ。 

 

問２ 図中のエは多くの場合、ウという物質の最初に存在するある種の暗号である。この部

分を何というか。 

 

問３ 上の図中のウ・オ・カの物質の名称を答えよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５５問 原核のタンパク質合成 １学期 

問１ 

ア‐ＲＮＡポリメラーゼ  イ‐リボソーム 

アが進む方向‐キ 

イが進む方向‐コ 

問２  

エ‐開始コドン   

問３ 

ウ‐ｍＲＮＡ 

オ‐アミノ酸 カ‐タンパク質(ポリペプチド) 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５６問 真核のタンパク質合成 １学期 

 

問 真核生物の転写に関する次の文章中の空欄(ア～オ)に適する語句を入れよ。 

 

 真核生物の遺伝子は( ア )と( イ )と呼ばれる部分からなっている。( ア )はタン

パク質に翻訳されない部分であり、( イ )はアミノ酸をコードしており、タンパク質に翻

訳される部分である。このような遺伝子が転写されると( ウ )ができるが、これにも

( ア )の部分が含まれてしまう。そこで( ア )を切り取る作業がおこなわれるがこれを

( エ )といい、これによってｍＲＮＡが完成する。下の図はこの( エ )の様子を表した

ものである。この図によると( イ )には①～⑤があり、これらがさまざまに組み合わされ

てｍＲＮＡが完成していることがわかる。このように実際には１つの遺伝子から複数種の

ｍＲＮＡが作られており、これを特に( オ )という。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５６問 真核のタンパク質合成 １学期 

ア‐イントロン  イ‐エキソン  ウ‐ｍＲＮＡ前駆体   

エ‐スプライシング  オ‐選択的スプライシング 

 

 


